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コミュニティ型地域イノベーション
―青森県八戸の取り組み―
観光経営学部　教授　小畑　博正　
１．はじめに
　青森県八戸市は地域産業の中心ではあるものの、地域外から入域人口の流入が期待できる観光地
としてのポテンシャルを備えているとは言い難く、神社仏閣や自然景観、温泉などの一般的な観光
集客施設には乏しい街である。県内の他の都市と比較すれば、青森市のねぶた、弘前市の弘前城の
桜まつりとねぷたなどは全国区の知名度と集客を誇り、八戸は港を中心とした工業、漁業と水産業
と地域の商工業、そして周辺のフルーツ集散地という、おおよそ観光の条件としては不利な地方都
市である。
　平成14（2002）年12月、東北新幹線盛岡八戸間が延伸開業し、上野と八戸が新幹線で結ばれ、一
気に入域人口も増加し、街は活気づいた。ただ八戸を訪れるのは、主に商用の出張客と八戸で乗継
ぎ、さらに北に向かう通過客が多くを占めた。
　そして新幹線開通から８年が経過し、平成22（2010）年12月、八戸・新青森間が延伸し、東北新
幹線が全線開通した。このことで、八戸は単なる通過駅となり、青森市以北への乗継客も減少し、
入域人口の減少が予想された。
　しかし平成27（2015）年の入域人口統計のうちの、１年間の青森県の市町村別観光入込客数推移
を県内都市と比較すると、青森市5,939千人、弘前市4,694千人であるにも関わらず、八戸市は6,986
千人と他都市を大きく引き離す結果となっている。さらに新幹線が延伸開業する以前の、平成20
（2008）年では、青森市5,938千人、弘前市7,159千人、八戸市5,631千人であったことから、この新
幹線延伸全線開業という八戸にとってはマイナス要因があったにも関わらず、他の２都市を逆転し、
ここ７年間で120％以上の伸びを示している。
　さらに言及すべきは、平成23（2011）年３月の東日本大震災で、青森県内では比較的被害の大き
かった八戸市が、観光客が減ることもなく順調に伸び続けていることは、震災の影響も受けていな
い様々な観光集客の取り組みが、この八戸市では行われているということである。
２．八戸せんべい汁とＢ－１グランプリ（1）
　Ｂ－１グランプリと言えば、今やご当地グルメによる、まちおこしイベントとして、その名が全
国に知られている。Ｂ－１グランプリの「Ｂ」とはブランドという意味であり、その目的は地元に
根付くご当地グルメを活用した、まちおこしイベントである。一般に「Ｂ－１グランプリはＢ級グ
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ルメのチャンピオンを決める国民的イベントである」と誤解されている。あくまで、まちおこし団
体そのものがチャンピオンになる大会であり、キーワードは「Ｂ級」ではなく、「ブランド＝ご当地」
なのである。すなわち、ご当地グルメを地域資源とした、唯一無二のまちのＰＲイベントである。
巷で開催されている料理の順位を決めるイベントとは一線を画している。
　そのＢ－１グランプリの誕生の地が八戸で
あり、平成16（2006）年、栄えある第１回の
開催地が八戸である。その時の主催者が八戸
せんべい汁研究所という八戸の市民有志の団
体であり、後に研究所の事務局長となった、
現在、八戸広域観光推進協議会・観光コーディ
ネーターの木村聡氏である。
　木村氏は、平成26（2014）年１月８日配信
された「日経ビジネス・ONLINE」のマーケ
ティング・ゼロというコーナーに、「優しい
天才の時代がやってくる」という見出しで、彼の人物像や、これまでの活動を「優しい天才」の歩
みとして紹介されている。そこでは「なぜ優しい天才」であるのか、普通の「天才」との違いを、「天
才はどこか風変り」「天才が現代に登場したとして、はたして社会に受け入れられるであろうか」と、
旧来の天才を否定的にとらえ、新しいタイプの「優しい天才」とは「物事の本質を最短距離で見抜
く能力が備わり俯瞰したものの見方ができ、情緒的知性により様々な違う物事を強く結びつけてい
く能力がる」と評価し、とくに情緒的知性が「優しい天才」の本質であり、現代社会においては、
このタイプこそ物事を成し遂げるとしている。木村氏は八戸において、まさしく「優しい天才」と
して活躍してこられたからこそ、これまでの取組が大きく花開き、シリアルイノベーターとしてコ
ミュニケーション型地域イノベーションを成し遂げる牽引役をはたしてきたと言える。
　地域再生の取り組みとしてイノベーションを起こしてきた八戸のあゆみを時系列で見ていくと、
まず初めに平成14（2002）年、木村氏は財団法人八戸地域地場産業振興センターの社員時代、新幹
線開業に向けた土産物開発に携わる。そこでこの地域のどこの家庭でも食べていたせんべい汁に注
目した。八戸は昔から寒冷地のため、お米を満足に収穫しにくい土地であったため、様々な粉もの
文化が発達し、せんべいも地域の旧名から南部せんべいと呼ばれ、「あたりまえの食」で「あたり
まえの日常」として存在していた。菓子としてではなく、主食や副食として食されていた。
　それまでの八戸の料理人には、そんなせんべいを料理（汁もの）に入れることは考えられないこ
とであった。周囲の目は、漁業が盛んなため、サバやイカなどの海産物以外には関心を示さなかっ
た。そして、せんべいを入れて食べる汁ものであるため、地域の人々は家で日常食べているせんべ
い汁を「ちょっと恥ずかしい食べ方の粗末な食べ物」として捉え、お客様に出す料理ではない、と
いうものであった。
　そこで木村氏は、せんべい汁をメジャーにすべく、地域ブランド定着を図るべく、推進事業の一
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環として「せんべい汁プロジェクトＳ」のワーキ
ンググループを本格的に始動させた。
　平成15（2003）年11月、地元の居酒屋での議論
の末、自由な発想と活動のスピードを最重視する
ために、飲食店関係者、煎餅店関係者等不在の、
市内のせんべい好き有志により「八戸せんべい汁
の全国ブランド化を実現し、地域の活性化を目指
す」ために、そしてそれを食べに本場八戸に一度
は行ってみたいと思ってもらうために、市民ボラ
ンティア団体として八戸せんべい汁研究所を組織
した。
　通称は、汁 研゛（汁に濁点でジルケンと読む）と呼ぶ。しかしながら、行政には全く見向きもさ
れず、支援が一切ない状態が続いた。当時は研究員30名とサポーターであった。
　全国に食のまちおこし団体が数多く存在するが、木村氏は、横の連携をとれば活動に幅ができ、
そしてスピーディーに八戸せんべい汁をＰＲでき、そんなまちおこし団体を八戸に一堂に集めてみ
ようと考えた。
　平成16（2004）年10月、地元のラジオ局ＤＪが中心となり、バンドユニットを結成。トリオ★ザ
★ポンチョス（愛称：トリポン）と名付け、「好きだDear！せんべい汁」を作曲しＰＲする。
　平成18（2006）年、八戸せんべい汁研究所プロデュースにより、２月16.17日に、全国の「食」
による、まちおこしに取り組む10団体を集めて「Ｂ級ご当地グルメの祭典！Ｂ－１グランプリin八
戸」を地元の八食センターで初めて開催する。
　Ｂ－１グランプリ開催の際に、参加10団体で「Ｂ級ご当地グルメでまちおこし団体連絡協議会（愛
Ｂリーグ）」の設立発起人会を立ち上げ、その後、７月に静岡富士宮市で愛Ｂリーグを正式に設立
する。
　ここで重要なのは、せんべい汁という料理を売ることでも、ブランド化することでもない。料理
を通じて地域を活性化させること、地域住民が郷土に自信と誇りを持つことをゴールと考え、戦略
的にはイベント来場者集めをするよりも、マスメディアの注目を集めることに重点を置いたＰＲ戦
略が結果として功を奏した。その後Ｂ－１グランプリは、全国的にも注目される地域おこしイベン
トとなる。
　八戸せんべい汁研究所の活動で重要なことは、第一に彼らが自分達の置かれている地域と真剣に
向き合い、地域を構成する要素を、自ら分析することにより「自らを知る」ことを地域一体で共有
できたことである。
　第二に、様々な工夫を凝らした活動を全国に発信しながら、地域の魅力を自らで再認識し、新た
な魅力を発見したことである。
　そして第三に、せんべい汁という料理が地域ブランドとして確立できたことと同時に、八戸せん
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べい汁研究所の活動自体も八戸の地域ブランドとして認識されたことによって、直接的にかかわっ
ている市民はもちろん、そうでない市民までもが地域の料理にも活動にも誇りを持つことができる
ようになり、自らの活動が公共性を持ち、地域おこしから地域づくりへ自らで地域の誇りの創出し
た、「観光地域づくり」のモデルとなったと言える。
３．最後に
　今回Ｂ－１グランプリの仕掛け人から学ぶべきことは、観光資源が乏しい地域の逆転の発想と
マーケティング戦略による勝利の戦法である。地元の「あたりまえの食」「地域の日常」を、地元
人気グルメにブランド化し、単なるグルメツーリズムに終わらせるのではなく「食」をエンタテイ
ンメントへと発展させ、その活動を通じて地域づくりに昇華させていることが、日本の各地域にお
いて参考になる事例であるだけでなく、それぞれの地域に置き換えてみても、同様の取り組みが可
能なのではないだろうか。ここにコミュニティ型の手法と戦略が地域創生をはじめとした地域ソー
シャルイノベーションを成功へ結びつける鍵が隠されていると考える。
　八戸の取り組み全体で共通することは、常に組織の皆を、そして地域の皆を巻き込みながら、自
らの手で取り組みを推進させているところである。そして結果である果実と言える利益を独占せず、
常に公共性を重視し、活動していることである。このことが、地域一体となって、自らの手で地域
ブランドを創出し、自らの地域の誇りを勝ち得ていく活動のプロセスが、無理なく行われ、持続可
能な「観光地域づくり」となっている。
　地域に存在する「あたりまえの食」「地域の日常」を活用した「観光地域づくり」により、卓越
した地域ブランドの創出と発信、そして楽しさと遊び心いっぱいの郷土愛に満ち溢れた八戸せんべ
い汁における条件不利地域の観光集客戦略は今日の日本にとって必要な戦略となるであろう。
　今回の八戸の事例で、コミュニティ型地域イノベーションを実践する上での重要なキーワードは
「楽しむ」ことであると言える。
　またコミュニティ型地域イノベーションの中心には従来型ではない、優しい天才と称されるタイ
プのシリアルイノベーターの存在があることが重要である事例だと言えるのではないだろうか。
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